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研究要旨 
 慢性疼痛は生活障害や抑うつ症状を引き起こし失業や医療費増大などの経済的損失に関連す
る重要な問題であり、実態把握が求められている。しかしながら、慢性疼痛の定義は一致して
おらず、我が国の有症率の報告は11％～39％と幅がある。本研究では、地域一般住民を対象に
定義別に慢性疼痛の有症率を比較し、生活障害および抑うつ症状との関連を検討した。 
2017年に福岡県久山町の住民健診を受診した40歳以上の住民のうち研究に同意し質問紙調

査を受けた2666名を対象とした。慢性疼痛の頻度は、罹病期間が3ヶ月以上の定義群で49％
（3ヶ月定義）、6か月以上群で44％（6ヶ月定義）、罹病期間が3ヶ月以上かつ週2回以上の痛
み有り群（3ヶ月持続定義）で40％、罹病期間が3ヶ月以上かつVASで 50mm以上の強度疼痛あ
り群（3ヶ月強度定義）で15％、罹病期間3ヶ月以上かつ持続痛かつ強度疼痛あり群（3ヶ月
強度持続定義）で14％であり、先行研究と一致していた。生活障害を有する（MRS≧2）または
抑うつ症状を有する（PHQ-9≧10）状態に対する各慢性疼痛定義の感度-特異度は、3ヶ月定
義：76％-54％、6ヶ月定義：72％-59％、3ヶ月持続定義：67％-63％、3ヶ月強度定義：31％-
87％、3ヶ月持続強度定義：29％-88％であった。 
慢性疼痛の定義によって慢性疼痛の有症率は14～49％と大きく変化した。生活障害または抑

うつ症状を有する人を検出するには「3ヶ月以上かつ週2回以上続く痛み」という慢性疼痛の
定義が感度･特異度ともに高かった。 慢性疼痛の有症率を調査する際は、目的に応じて慢性疼
痛の定義を検討する必要があると考えられる。 

 
Ａ．研究目的 
慢性疼痛は生活障害や抑うつ症状を引き起

こし失業や医療費増大などの経済的損失に関
連する重要な問題であり、実態把握が求めら
れている。しかしながら、慢性疼痛の定義は
一致しておらず、図１に示すように、我が国
の有症率の報告は11％～39％と幅がある。本
研究では、地域一般住民を対象に定義別に慢
性疼痛の有症率を比較し、生活障害および抑
うつ症状との関連を検討した。 
 

Ｂ．研究方法 
2017年に福岡県久山町の住民健診を受診し

た 40 歳以上の住民のうち研究に同意し質問
紙調査を受けた2666名（男性：44％、年齢：
40～93歳、平均年齢62歳）を対象とした。慢
性疼痛は罹病期間、持続痛の有無、疼痛強度
（VAS: Visual analogue Scale）を評価し、 
生活障害はModified Rankin Scale(MRS)を、
抑 う つ 症 状 は The patient health 
questionnaire(PHQ-9)を用いて評価した。 
（倫理面への配慮） 

 
対象者には研究の説明を文書で行い，文書 

で同意を得た。 
 
Ｃ．研究結果 
慢性疼痛の頻度は、図２に示すように、罹

病期間が 3ヶ月以上の定義群で 49％（3ヶ月
定義）、6か月以上群で44％（6ヶ月定義）、罹
病期間が 3ヶ月以上かつ週 2回以上の痛み有
り群（3 ヶ月持続定義）で 40％、罹病期間が
3ヶ月以上かつVASで50mm以上の強度疼痛あ
り群（3ヶ月強度定義）で15％、罹病期間3ヶ
月以上かつ持続痛かつ強度疼痛あり群（3ヶ月
強度持続定義）で14％であり、先行研究と一
致していた。 
生活障害を有する（MRS≧2）または抑うつ

症状を有する（PHQ-9≧10）状態に対する各慢
性疼痛定義の感度-特異度は、3ヶ月定義：76％
-54％、6ヶ月定義：72％-59％、3ヶ月持続定
義：67％-63％、3ヶ月強度定義：31％-87％、
3ヶ月持続強度定義：29％-88％であった。 
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Ｄ．考察 
慢性疼痛の定義によって慢性疼痛の有症率

は14～49％と大きく変化した。生活障害また
は抑うつ症状を有する人を検出するには「3ヶ
月以上かつ週 2 回以上続く痛み」という慢性
疼痛の定義が感度･特異度ともに高かった。  
 
Ｅ．結論 
慢性疼痛の有症率を調査する際は、目的に

応じて慢性疼痛の定義を検討する必要がある
と考えられる。 
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2.学会発表 
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の強い怒りの処理に難渋し、非言語的アプ

ローチが有用であった線維筋痛症の一症

例・第 2 回日本心身医学関連学会合同集会

（ポスター）、大阪、2019.11.16 
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図１ 慢性疼痛の有症率に関する日本における先行研究 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 地域住民における慢性疼痛の有症率（定義別の検討） 
   久山町地域住民 2666人 40歳～93歳 （2017年 住民一斉健診）  

 
 
 


